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剖検輯報第４７輯用の剖検輯報入力システム ver 3.5 のインストール 

 

第４７輯用の CD には Macintosh 版と Windows 版の剖検輯報入力システムバージョン ver 3.5 が収められて

います。ver 3.5 は 2004 年に配布した ver 3 の不具合を修整し機能改善を図ったものです。（剖検番号の修整、

診断コード化機能搭載） 
この第４７輯においては必ず ver 3 から ver 3.5 にバージョンアップしてデータを作成してください。 
既に ver 3 で 2004 年の剖検を入力されたユーザにはバージョンアップ後の処置を記してあります。 
（2002 年に配布した ver2 を使用されても結構です。各バージョンについての説明は剖検輯報提出要項に記し

てあります。）。 
ここでは先ず既に ver 3 を使用しているユーザ向けに ver 3.5 へバージョンアップする方法を Macintosh 版と

Windows 版に分けて説明いたします。次に ver 3 を使ったことがないユーザ向けに ver 3.5 を最初からインス

トールする方法を説明いたします。 
尚、Windows において本ＣＤはＸＰ機以外では自動的には立ち上がりません。マイ コンピュータをダブルクリック→ 本

CD をダブルクリックにより、ＣＤを開いて下さい。 
 

1. Ver 3 から ver 3.5 への移行方法（バージョンアップ） 
ver 3 と ver 3.5 はデータ構成に完全な互換性を保っていますので、これまで入力したデータを残したままで

移行できます。既に ver 3 で第４７輯用のデータ（2004 年剖検情報）を入力してある場合の注意点を後ほど

記します。 
 

1.1 Macintosh 版 
1. まずお使いのコンピュータで、これまで使用していた剖検輯報ver 3フォルダの場所を確認してください。

「剖検輯報ｖ３初めてインストール用」（変更されている場合もあります）という名称がついたフォルダで

す。デスクトップにある場合が多いと思います。他のフォルダに作られた場合はそのフォルダを開きます。 
2. この「剖検輯報ｖ３初めてインストール用」フォルダの中に「エンジン」という名称のサブフォルダがあ

るはずです。このフォルダを予め開いておいてください。 
3. 配布したＣＤ（緑色ラベル）をセットし CD を開きます。、MacUser というフォルダがみえるはずです。

その中に 「既に ver 3 を使っているユーザ用」というサブフォルダがありますのでそのフォルダを開いて

下さい。すると剖検輯報入力システムという 1 つのシステムファイルがあります。 
4. このファイルを上記で開いた「エンジン」フォルダに上書きでコピーします。 
5. ファイルのコピーが終わったらシステムのバージョンアップは終了です。次に 1..3 項の「ソフト基本情報

のアップデート」を行ってください。 
 

 

 

 

 

 



1.2 Windows 版 
   XP の場合はＣＤからコピーしたファイルがそのまま使用可能です。しかし Win2000、Win98 などでは圧

縮ファイルの解凍により「読み取り専用」のチェックを回避するとインストールが簡単です.。そこで XP 用

と XP 以外用のフォルダを用意しました。 
1.2.1 XP 用 

圧縮のかかっていないファイルを収めたフォルダが入っています。 
1. まずお使いのコンピュータで、これまで使用していた剖検輯報 ver 3 フォルダの場所を確認してくださ

い。「剖検輯報ｖ３初めてインストール用」という名称がついたフォルダです。デスクトップにある場

合が多いと思います。他のフォルダに作られた場合はそのフォルダを開きます。 
2. この「剖検輯報ｖ３初めてインストール用」フォルダの中に「エンジン」という名称のサブフォルダが

あるはずです。このフォルダを予め開いておいてください。 
3. 次に CD を開きます。WinUser というフォルダがみえるはずです。その中に 「既に ver 3 を使ってい

るユーザ用」というフォルダがありますのでそのフォルダを開いて下さい。すると剖検輯報入力システ

ム.4DB, 剖検輯報剖検システム.RSR という２つのシステムファイルを収めたフォルダがあります。 
4. この２つのファイルを上記で開いた「エンジン」フォルダに上書きでコピーします。 
5. ファイルのコピーが終わったらシステムのバージョンアップは終了です。次に 1..3 項の「ソフト基本

情報のアップデート」を行ってください。 
 

 

 

 

 

1.2.2 XP 以外用 
 黒と赤のアイコンでできた圧縮ファイルがはいっています。 

１． まずお使いのコンピュータで、これまで使用していた剖検輯報 ver 3 フォルダの場所を確認してくだ

さい。「剖検輯報ｖ３初めてインストール用」という名称がついたフォルダです。デスクトップにある

場合が多いと思います。他のフォルダに作られた場合はそのフォルダを開きます。 
２．この「剖検輯報ｖ３初めてインストール用」フォルダの中に「エンジン」という名称のサブフォルダ

があるはずです。このフォルダを予め開いておいてください。 
３．「既に剖検輯報 v3 を使っているユーザ用」とされた圧縮ファイルをデスクトップにドラッグアンドコピ

ーし、そこでダブルクリックして解凍してください。解凍先を尋ねるダイアログがでたら、そのまま

ＯＫをクリックします。デスクトップに「既に剖検輯報 v3 を使っているユーザ用」フォルダができ

ます。 
4．そのフォルダを開くと剖検輯報入力システム.4DB, 剖検輯報剖検システム.RSR という２つのシステム

ファイルを収めたフォルダがあります。 
5．この２つのファイルを上記で開いた「エンジン」フォルダに上書きでコピーします。 
6 . ファイルのコピーが終わったらシステムのバージョンアップは終了です。 

以後、圧縮ファイルは不要です。 
次に 1..3 項の「ソフト基本情報のアップデート」を行ってください。 

 



1.3 ソフト基本情報のアップデート（Macintosh, Windows 共通） 
ver 3 から ver 3.5 への移行（本編１ページ）では、ソフト基本情報のアップデートを行う必要がありま

す。 
１．ＣD（緑版、４７輯用）の「既に ver 3 を使っているユーザ用」フォルダに、「臓器名等基礎データ」フ

ァイルがはいっています。このファイルをコンピュータのデスクトップにコピーしてください。 
２．剖検輯報入力システム ver 3.5 を立ち上げ、メニュウにおいて、メインテナンス > ソフト基本情報読

込をクリックして，このファイルを読み込んで下さい。 
３．「基礎データを読み込みました」とダイアログがでたら終了です。 
※アップデート終了後はデスクトップなどにコピーした「臓器名等基礎データ」ファイルは削除して結構で

す。 
 

 

 

 

1.４ 既に ver 3 で第４７輯用のデータ（2004 年剖検情報）を入力済みの場合の注意点 
ver 3 には、病悩期間６ヶ月～１年未満のデータが、病悩期間１ヶ月～６ヶ月未満と誤って保存される不具

合があります。そこで ver 3.5 をインストールした後、病悩期間６ヶ月～１年未満のレコードの病悩期間

を検証してください。そして必要な場合は修整してデータを保存してください。その他はこれまで通りに

使用できます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２. 最初から ver 3.5 をインストールする方法 
初めて剖検輯報データをコンピュータ入力する場合、あるいは、これまでｖ2 の入力システムを使っていたユーザはこの

説明に従って ver 3.5 をインストールしてください。既に ver ２で第４７輯用のデータ（2004 年剖検情報）を入力済みだ

った場合のデータ変換法はマニュアルの２１ページを参照してください。 

 
2. 1. インストール(フォルダのコピー) （Macintosh 版、Windows XP） 
１．Mac では「剖検輯報 v35 初めてインストール用」というフォルダがあります。WindowsXP では XP 用と

いうフォルダがあり、その中に「剖検輯報 v35 初めてインストール用」というフォルダがあります。このフ

ォルダ全体をデスクトップにドラツク゛アンドコピーして下さい。 （コピーとペーストでも結構です） 

２．インストールはそれで終了です。 
※ 「剖検輯報 v35 初めてインストール用」フォルダはどこに置いても動作いたします。例えば Windows
ユーザであればマイドキュメントフォルダに収めても構いません。 
※「剖検輯報 v35 初めてインストール用」を使う場合は、1..3 で行ったソフト基本情報のアップデートは必

要ありません 
 

2. 2 インストール(圧縮版の解凍) （ＸＰ以外の Windows） 
１．XP 以外用フォルダに黒と赤のアイコンでできた圧縮ファイルがはいっています。これらは自動解凍ファイルであ

り圧縮されたソフト本体が含まれています。「剖検輯報 v35 初めてのインストール用」のアイコンをデスクトップ

上にドラッグアンドコピーして下さい。 

２．アイコンをダブルクリックして解凍してください。解凍先を尋ねるダイアログがでたら、そのままＯＫをクリックしま

す。デスクトップに「剖検輯報 v35 初めてインストール用」フォルダができます。 

３．インストールはそれで終了です。 

※ 「剖検輯報 v35 初めてインストール用」フォルダはどこに置いても動作いたします。例えば Windows ユーザであ

ればマイドキュメントフォルダに収めても構いません。 

※「剖検輯報 v35 初めてインストール用」を使う場合は、1..3 で行ったソフト基本情報のアップデートは必要ありませ

ん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問い合わせ先(2005 年)      

日本大学病理学教室内、剖検情報委員会 shuhou@med.nihon-u.ac.jp まで 
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